
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 25年 12月 16日（月） 
平成 25年度 第 8回 
大阪府河川整備審議会 

資料 
3-2 

神崎川・中島川・左門殿川・西島川の現状 

○社会特性 

・江戸～明治時代後半には、水辺に近いことから、

農・漁村として発展した。 

・明治後半～昭和４０年代半ばには、工業地帯とし

て発展したが、一方で、公害が社会問題になった。 

・昭和４０年代半ば～現在にかけて、様々な取組み

により公害から再生し、良好な居住環境の街へ変

化している。 

・この地域は古代には「難波江」と呼ばれる海であった。それ以降、淀川

や大和川などの土砂が堆積して「なにわの八十島」が形成された。江戸

時代にはいると、埋め立による造成や新田開発が行われ、堤防整備など

の治水事業が行われた。 

・延宝6年（1678年）の「中島大水道」の整備と明治11年の神崎川の

付け替えにより、現在の流路が形成された。 

・昭和9年の室戸台風、昭和25年のジェーン台風、昭和36年の第二室

戸台風により大水害となった。特に室戸台風では、神崎川の中島町、西

島町の堤防が決壊し、浸水区域は西淀川区の全域に及んだ。また、ジェ

ーン台風では、西島町、出来島町、中島町、大野町、百島町の堤防が決

壊した。 

・阪神淡路大震災では、西淀川区において人的な被害は無かったものの、

液状化等により家屋、公共土木施設などに多数の被害が発生した。 

○空間利用 

・神崎川及び中島川河口は、大阪湾に近いため、河岸に荷役施設が設置され、航路として利用されている。 

・防潮堤により、高水敷へ容易にアクセスできないが、「なにわ自転車道の一部」や「佃防災船着場」では、水辺へ近

づけるように整備されている。 

・地域に愛され大切にされる川づくりを目指し、自発的な地域活動を河川の美化につなげる｢アドプト・リバー・プロ

グラム｣については、３団体と協定を締結している。 

土地利用 平成17年 

・人口は、昭和40年から昭和50年

にかけて工業の衰退とともに、減少

した。その後は、住宅地として発展

し、横ばいあるいは微増の傾向が見

られる。 

 

○水環境 

・神崎川「神崎橋」と「千船橋」、左門

殿川「辰巳橋」の3 地点で水質を観

測し、平成 16年以降は環境基準の

Ｂ類型を達成している。 

水系名 流域面積

（ｋｍ2）

指定区間延長

（ｋｍ）

神崎川 591.1 7.10

(ブロック内)

中島川 --- 2.82

左門殿川 --- 2.57

西島川 --- 1.49

合計 --- 13.98

神崎川下流ブロックの特性 

③神崎大橋 防潮鉄扉 

神崎川 舟運の様子 

・神崎川下流ブロックの大半を占める大

阪市西淀川区は、大野処理区域（単独

下水道計画区域）に属し、下水道普及

率は、概ね100％に達している。 
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下水道の整備人口と普及率(西淀川区)

行政人口（千人） 整備人口（千人） 普及率（％）

普及率（％）人口(千人)

④佃防災船着場 

②神崎川 高い堤防 

⑤出来島水門 

④  ③  

②  

⑤  

「平成17年度土地利用現況調査」大阪市計画調整局 平成17年  

①神崎川 神崎橋下流の堤防 

①  

淀川水系神崎川下流ブロックの流域の概要について（概要版） 
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平成元年以降のBOD75%値 経年変化

B類型：3mg/L以下

E類型：10mg/L以下



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城島橋
城島小橋

出来島大橋

阪神なんば線

千北橋
千船大橋

阪神本線

神崎大橋
東海道本線

神崎橋
東海道新幹線

中島川分流 左門殿川分流 猪名川合流
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新中島橋 治水事業の概要 

耐震補強箇所及び防災船着場位置図 
（平成 25年 12月現在） 掘削工事概要図(平成 25年 12月現在) 

流域概要図 

水位縦断図(1/40確率流量時) 

実施済

残事業

神崎川 

中島川 

西島川 

左門殿川 

全体計画流量配分図(1/40確率) 

佃防災船着場 

西島防災船着場 

神崎川  
阪神高速５号湾岸線下流右岸 神崎川 神崎大橋上流右岸  

今後の検討区間

未対策区間

対策済区間

出典：「西大阪地域高潮対策」大阪府土木部河川室 
   平成14年3月 

昭和 25年 
ジェーン台風 

昭和 36年 
第二室戸台風 

西淀中学校の校舎へ避難した人びと 

高潮による浸水実績図 

第二室戸台風による被
災状況写真 

出典 
「西淀川今昔写真集」 西淀川区

制70周年記念事業実行委員会 
平成７年 国道２号付近 

津波・高潮ステーション 

・神崎川ブロックの治水目標である1/40確率の流下能力の確保を目的に河床掘削を実施している。 

・高潮対策として、伊勢湾台風と同規模の大型台風が大阪湾に最悪のコース（室戸台風の経路）を通って、満潮時に来襲したこ

とを想定した防潮堤が整備済みである。（計画防潮堤高O.P.+8.10m～O.P.+6.80m）また、堤防高が不足する箇所では防潮鉄

扉が設置されており、西島川では防潮水門が整備されている。 

・神崎川下流部においては、平成 21 年 3 月に策定した「大阪府都市整備部地震防災アクションプログラム」に基づき、上町

断層等の直下型地震や近い将来に発生が予測されている東南海・南海地震等の海溝型地震に対応した耐震補強を実施している。 

・また、南海トラフ巨大地震で想定される地震・津波による河川構造物の照査を実施しており、防潮堤については、対策箇所の

重点化、優先順位付けを行っている。 

・「津波・高潮ステーション」を通し、多くの人々に津波・高潮に対する正しい知識を習得してもらい避難の重要性や事前の備え、

地域コミュニティーの必要性等を認識してもらえるよう啓発を進めている。 

・震災を契機に大災害時の緊急物資輸送路として、佃防災船着場及び西島防災船着場の整備を行った。また、佃防災船着場は、

平常時には水辺に親しむことができる場となっている。 
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阪神・淡路大震災による被災状況 

出典：「西淀川区史」西淀川区制70周年記念事業実行
委員会 平成8年3月 

室戸台風により被災した西島町の堤防 

堤防天端高（左岸）

堤防天端高（右岸）

計画堤防高

計画高潮位

計画高水位(1/200河

道完成時の水位)

最深河床高

１/40確率流量時の

不等流計算水位


